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足柄 層 群の 岩 脈の方向に つ いて

メ岳、
7 刀K 勇

Direction of Dykes in Ashigara Group at the Base of Izu-peninsular 

Isamu lMANAGA 

Abstract 

Ashigara group of Plio-Pleistocene located at the base of Izu peninsular or on 

the extension line of Suruga and Sagami Troughs, intruded by numerous sheets 

and dykes, is supposed to be dislocated by a folding stress. The author restored 

the dislocation of dykes to the original orientation by moving the bedding plane 

of the group in order to investigate the maximum principal compr巴ssionalstress 

axis （σHmax) from th巴 preferredor允nta ti on of dykes. 

This result indicates to my mind that the average direction of 内 maxwas NW 

SE when dykes intruded into the group at the area. 

はじめに

ODE (1957〕，松田 ・他 (1978），他によ って，岩脈の卓越方向がその地域の応力場の平

均的な圧縮主応力軸の方向を示すことが指摘されて以来，岩l脈併の平岡分布及び卓越方向

から岩脈群形成時の応力場を復元する試みが小林 (1979）等によ ってなされてきた。

中野 ・杉田・ 井口 ・小林 (1979,1980）は， 同様の方法 （岩！Hf\ t:l~、〉に よ って伊豆半島の

古応力場の復元を試み， 神縄断層Jj南，矢倉岳地域の岩IH制作の卓越方位 。Hmaxの方位〉

がN-S土lOCであ り， 伊豆半島は金u,n 山一神山一月加｜折 ）＇，~i-1~1 1也峠 松崎町を結ぶ帯を

境として，O"Hmaxの方向が西側地域でN S方向，東側地域でNW-SEないし WNW

-ES E方向と大きく異なることを指摘した。

伊豆半島全体は新第三紀を通して安定した地塊（M ATUDA 1962）とされているが，伊豆

半島のつけ根に分布する足柄層群は， 新第三紀一第四紀に激しい裕rlt1運動を受けており ，

その中に貫入している岩脈は， もし摺1ll1前に貫入したと仮定すれば岩脈貫入後に摺｜治運動

を受けて変位しており ，必ずしも現住の岩脈の方位の卓越方向が σHmaxを示さない可能

性が考えられる。小論では，岩脈の現卓越方向が， そのまま貫入H寺の応力場の主応力iii!!！の

方向を示すものかど うかを検討し3 足柄層群に岩l服が貫入した時点での σHmaxの方向を

推定する。

足柄層群貫入岩脈の時期

足柄層群に貫入している岩脈の形成時期について， KuNo(1951）は，足柄層群中に岩脈

と同じ岩系の火砕岩，溶岩流が存在することから足柄層群堆積l時であるとした。 ただし？
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足柄層群の構造図と計測した岩j派の分布図

向4
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和a1、点線，走向線，太い点線，地層境界線，太い実線，断屑，黒い白ll分；矢倉岳賀入岩体，
ナンハーは言｜測した岩脈の需号，走向 ・ 傾斜は同岩)JI~の走向 ・ 傾斜を示す。
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図 2.

2-a 計測した岩脈をシュミ ット・ネッ ト

の下半球に投影した図

2-b 計測した岩脈の貫入していた地層の

傾斜を水平にもどした時に示す岩脈を

シュミ ット・ネットの下半球に投影し

た図

2- C 貫入していた地層の傾斜を水平にも

とした上に，更に貫入していた地層の

走向を一定方向 （真北〉にそろえた時

に示す岩脈をシュ ミット・ネットの下

半球に投影した図

矢倉岳貫入岩体については， 足柄層群摺曲直後に摺｜並lの興部に貫入したとしている。足柄

層1Wの機岩中に足柄層鮮を貫ぬく岩脈と同様の安山岩燥が存在する（今永1977）ことから，
筆者も同様の考えを持っているが， 矢倉岳貫入岩体については，地層に concordantに貫

入した sillのような岩体（今永1980）を考え，その貫入時期については地層のi佐積時の可

能性を考えている。

しかし岩脈群の形成時期について， すべてが足柄層群摺曲前に形成されたものかどうか

の最終的な判断は絶対年代の測定にまたなければならなL、。

岩脈の卓越方向

足柄層鮮の泥岩 ・砂岩 ・レキ岩の互層を貰ぬいている岩脈が， もし足柄層鮮が摺1111する

前に貫入したと仮定するならば， 岩脈法によ って応力場の復元を図るためには， 岩脈を摺

｜並lの影響を受ける以前の状態、にもどした後に岩脈の卓越方向をff!ijらねば， 測った意味がう

すれる。なぜならば， 足柄層群の傾斜は30°～gooの間にあり，このような摺曲が岩脈の元

の走向と傾斜に与える影響はかなり大きなものがあると考えられるからである9
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38 今永 ：足柄層群の岩脈の方向について

そこで足柄層群の摺｜性l前に貫入した場合の岩脈の卓越方位について調べてみることにし

た。

足柄層群中の岩脈 ・岩床は， 下部！脅から上部周にわた って貫入しており， 特に中部の畑

砂岩泥岩層 （神奈川県1980）中に多く貫入している。 これらの岩脈 ・岩床のうち酒匂川及

びその主な支流に沿って分布する 9本の岩脈 Cl送11に分布を示す〉について， その走向 ・

傾斜を測定し，更に岩脈に貫人されている士山屈の走向 ・傾斜を測定した〔表1）。

それらの岩脈の走向 ・傾斜をシュミット ・ネットの下半球に投影し図2 aに示した

〈この図はまた摺｜泊後に貫入したと仮定した場合の岩脈の方位を示している）c

次に各々の岩脈が貫入した地点の地層の走向 ・傾斜から走向をそのままにしておいて，

傾斜角だけをooにもどしたときに，それを貫ぬく岩脈の走向 ・傾糾がどのように変化する
かをシュミット ・ネット上で作図によって求め図2 bに示した。 これは岩脈が摺曲過程

てフj（平面内て“元の位置から回転した可能性を考えないて。摺曲による傾斜だけを元にもどし

た時の岩脈の走向 ・傾糾を示している。
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図3-a

3-b 

3-C 

ヤガー鞠子橋間の岩脈の露頭 （酒匂川右岸）

同岩脈の貫入している層序

3- aの右側の岩脈を接近して見た図
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表 1 計測した岩脈と， 岩脈の貫入していた地層の走向傾斜

No. 場 所 岩幅（ m脈〉 〔足柄層J符走向・ 傾斜〉 岩！派走向・ 傾斜

滝 沢 0. 3m 〔N75°W,45° N) N90°W, 58° S 

2 7竜 沢 3 m (N77°W, 42°N〕 N63°W, 62° S 

3 樋 に1 矯 4 m 〔N65°W,60° S W〕 N30°E, 60。Nw 

4 川 西 橋東 5 m (Nl5°E, 42°W〕 Nl0°W, V 

5 ／／ 2 m (Nl5°E, 42。W) N25°W, V 

6 ヤガ 酒匂 川岸 2 m 〔N25°E,48°W) Nl6°W, 86°E 

7 rm 沢 4 m (N25°E, 40°W) N75°W, 80°S 

8 t田 沢 5 押t (N25°E, 40°W) N45°W, 80°E 

9 畑 沢 3 m (N40°E, 57°NW) N65°W, V 

次に岩脈が貫入している地層の傾斜を元にもどすのみではなく， 摺曲によ って水平方向

に若干回転した可能性を考えて岩脈が貫入している地層の走向を一定の方向 （例えばN方

向〉にすべて統ーした上で地層の傾斜をooにも どした場合に岩脈の走向 ・傾斜がどのよ う
なパターンを示すかを図2 cに図示した。

以上の結果を見ると図2 bが一番 降定方向への集IP性が良く， その方向はNW-SE
である。区12-cは方向のばらつきが一容激しい。

これらの岩脈の形成時期について， すべてが足柄層群摺曲前に形成されたものではない

かもしれないが， 確かなことは， ある一定方向に最も良 く集中するのは図 2- bに示すよ

うに岩脈が摺曲前に貫入したと仮定した場合であり， その集中の方向はほぼNW-SEで

ある。

このことは貫入時期が足柄層群堆積期（鮮新1±1:－洪積世の一時期〉で， この時期にNW

-s E方向の内max があ ったからだと考えるのが最も適切な考え方ではないだろうか。
図2 bにおいて特異なNE- S W方向を示す岩脈（No.3）がある。 これは山北町西方

の新樋口橋の国道 246号バイ パスのトンネル端の岩脈（図1中のNo.3）である。 この岩脈

は日向凝灰質砂岩泥岩層 （神奈川県 1980）の 頁岩中に貫入 している。 111日は約4mで，

chilled marginを｛料 、頁岩との contactは北側でN30°E60°W （南側ではN25°E,48°W 

であり〉，この岩脈と頁岩の contact lineはもめており，また岩J]j¥内部の節迎にスベリ ［百｜

のあることから岩脈形成後変動を受けたこ とがわかるη 更にこの岩脈の露頭から南西500

mの足柄橋端の酒匂川河岸には頁岩中に幅3～ 4mの岩床がある。 この岩床は走向に平行

な幾つかの小逆断層鮮によ って階段状に切断されながら全体として強く摺11J1を受けている。

そしてこの逆断層群の1つN37°E, 56°Wの断層は酒匂川沿いの段丘磯層を切っている。ま

た山 口橋，~樋口橋にかけての足柄層群は走向NW S EでSW傾斜を示し， これは是柄

層群のこの付近の一般的走向NE- SW, NW傾斜と大きく異なっている。 このことは岩

脈貫入後，この付近に特別激しい摺曲作用が仰~＼、たこと を暗示している 。 またこの岩脈の

貫ぬく士山層の走向N65°W をこの付近の足柄層群の 般的走向 N30°Eにまて府回転してみる

と， この岩脈の走向が一般的岩脈の卓越方向NW方向と良く一致する（匡／2-cの3）。

以上のことを考えあわせると， この岩脈の走向NE- S Wは岩脈形成後の摺出｜運動によ っ

て岩脈初生方向から大幅に巨l転したものと推定される。 しかし図2 b, Cの集中度から

見てこのように走向まで回転させるよう な摺曲運動は極 く狭い地域に限られていたと考え
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られる。

足柄層群中に発達する岩脈と岩床はともに多数ある。 そして岩脈と岩床が足柄層群形成

中に同時に貫入したものとするならば封圧の比較的低い浅い所で貫入したものと考えられ

る。このことはヤガの鞠子橋上流 lOOmの酒匂川右岸に見られる図3-aに示すような 2

本の岩脈からも推定される。 両者はともに帽40cm以下である。図中左側の岩脈（dykeB) 

は， 走向 ・傾斜N20°E,36°W, Nl5°E, 40°W等を示す足柄層群の泥岩 ・砂岩，レキ岩

の互層を貫いている。

dyke B は右端で1 J1~［30cm，走向 ・ 傾斜N75 °W , 35° Sを示し，中間部で帽22cm，走向 ・傾

斜N80°E,18°S, N55°E, 16° S を示し ， 左端てや岩脈の－ t~l3が 1 /1ij\ 1Qcmの岩床（sheet C) 

に移り変わっている。この岩床の走向 ・傾斜はN30°E,35°Wを示す。

同岩脈を図3-b層序図中に示すと上の層序て。岩llff（の形態をとり， Fの層序で岩床の形

態に移行している。 これは見掛けよのもので，露頭で見えないところで Fの層序から岩脈

が続いているものと推定される。

図3-aで右側の岩脈（dykeA）は図3 cに拡大して示すように走向 ・傾斜Nl9°E, 

38°Wの足柄層群の頁岩 ・砂岩の互）習を貫ぬいて波状にくねくねと曲がって貰入している。

その右端は1/1日40cmてー走向 ・傾糾がN52° E, 20° S E, 中央でN50°W,44°W，左端でN63°

W, 28°Wを示している。

このように岩脈がくねくね曲がって貫入したり， 途中から岩床に移り変わったりしてい

るものは， これらが地表に極近い所で応力場に影響されずにかつてな方向に貫入したこと

を示していると考えられる。

また同じ岩質の溶岩流や火砕岩が足柄層群中に多数挟まれていることからも？ 岩l脈の貫

入した場所は地表に近い封圧の低いところであったことを示しているものと考えられる。

岩床の貫入は応力場を示すものでなL、。 また地層摺曲後貫入した岩床であっても既存の

地層の居四百としづ弱線に沿って貫入したものであり ， その地域の応力場を示すものでは

ないと考えられる。よってこの小論において地加に concordantに貫入している岩床を検

討からはずした。

なお 1~：1野 ・ 他 (1980）が23本の岩!Vilの方位を N s ±10°に集中するとしているのは，
筆者の調査した岩脈のJ;i；医方向と大きな違いがある。 あるいは岩床も含めて計測したもの

ではないだろうか。

まとめ

足柄層Jr下分布地域についてN S性（狩野 ・他1979, 11コ野 ・他1979・1980）応力場の存

在が言われてきたが， 足柄層群中の岩Wf（の1払也方向から見た限りでは岩脈形成時にはNW

-s E性の応力場にあり， 沖縄断胞を北へ押すようなN-S性の応力場ではなかったこと
が推定される。
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